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Sheet1

		中課題１　
優良親魚候補探索
　放流後の陸封型アユ探索
親魚飼育特性把握								中課題２
行動評価手法の開発
遺伝的評価手法の開発 シュホウ カイハツ								課題３　「放流種苗候補の検証」
河川における滞留性・釣獲性比較 ホウリュウ シュビョウ コウホ ケンショウ								中課題４
親魚養成技術確立
種苗生産体制構築

		目標：優良親魚候補アユの獲得								目標：新たなアユの評価手法
（行動評価・DNA）の開発 コウドウ ヒョウカ								目標：
河川での種苗評価手法確立 カセン								目標：省力・低コストな
親魚養成技術の確立

		・福島県産の優良親魚候補の探索								・縄張り性等優良形質の
　評価に必要な評価手法の開発 ユウリョウ ケイシツ								・実証河川における
　滞留性・釣獲性評価試験 シケン								・閉鎖循環式養殖装置によるアユ親魚養成試験

		・親魚養成に必要な飼育特性把握								・遺伝子を用いた選抜に必要な
　マーカーの開発 イデンシ モチ																・既存他用途施設の活用によるアユ親魚養成試験
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　再造成試験								・閉鎖循環式養殖装置による
　アユ親魚養成試験

		・親魚養成に必要な
　飼育特性把握								・遺伝子を用いた選抜に
　必要なマーカーの開発 イデンシ モチ								・実証河川における
　滞留性・釣獲性評価試験 シケン								・既存他用途施設による
　アユ親魚養成試験
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